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北海道大学農学部演習林研究報告第48巻第2号 463-467(1991) 

モンシデムシ属 (Nicrophorus ) 

甲虫の飛朔高度

大河原恭祐象

A note on height of fright in Nicroρhorns carrion beetles 

By 

Kyousuke OKA W ARA • 

要旨

463 

モンシデムシ類(Nicroρhorus属)の種間関係の調査の一環として，北海道北部の北演道大

学中川地方演習林の森林観測塔を利用して飛朔高度の種間差に関する調査を行なった。地上か

ら5段階(0， 1. 8， 5.4， 9.0及ぴ12.6m)の高度に魚肉を餌とした誘引トラップを設置し，

1990年 7月10日-8月3日の 24日間，約 1週間毎に回収し，捕獲された Nicrophorus属各種

の個体数を高度別に比較した。

N macul祈ons，N qωdripunctatω， N vespilloides， N inves砲aおr及びN tenuipesの

5種が採集された。これらの種の捕獲個数は高度毎に異なっていた。 N macu紗onsとN

vesρilloidesは高き1.8mのトラップに集中して，N investigatorとN tenuiPesは高き 9.0m

及び12.6mのトラップで多〈捕獲された。 N qzωeripunctatusは捕獲数が少なし明瞭な傾向

は判断できなかった。

探索習性の種間差に着目してみると，地表近くを飛ぶN macul;折onsとN vesρilloidesは

狭い範囲を集中的に探索し，より高いところを飛ぶN investigatorとN tenuiPesは広範囲を

探索すると予想きれる。集中的な探索は，餌となる小動物の死体が高密度な場合に有利で広

域的な探索は低密度な場合に有利で、あると思われる。

キーワード: 飛朝高度，モンシデムシ類，誘引トラップ，森林観測塔

はじめに

モンシデムシ類 (Silphidae，Nicrophonω属)は，アジアを中心として世界中に約100種が
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日本には 9種が分布している(上野，黒iゑ佐藤1986)。これらの種はいずれも

腐食性昆虫であり，生態系中では動物の死体等の上に成り立つ腐肉群集の重要な構成種となっ
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分布しており，

このNicrophorus属に属する種は特有の保育行動を行う。保育の際には幼虫の餌となるている。

MILNE & MILNE 1976)。(PUKOWSKI 1933， 小鳥やゲッ歯類等の小動物の死体を必要とする

同じ地域にすむNicrophorus属の種聞には餌をめぐる激しい競争が存在することが

(WILSON 1984)。

現在までに日本産NicroPhorusの季節消長や環境選好性については報告があるが(片倉，

福田 1975，片倉，上野1985，片倉，

そのため，

報告されている

吉田 1986)，個々の種の生態や種聞の相互関係の具園田，

体的な解析は全く行なわれていない。筆者は NicroPhorus各種の死体探索における，時間的，

比較するとともに， 死体の利用状況の調査やケージ空間的な生息環境の利用パターンを調査，

内での競争実験を行い，種間関係の実態についての調査を行なっている。本報では飛期高度に

関する調査結果を報告する。

調査地と方法

調査には北海道北部に位置する北海道大学中川地方演習林，第 186林班幌加参考林の尾根

ミズナラ上に設置された森林観測塔を利用した。観測塔は鉄パイプ等によって架設きれ，

ダケカンパBetulaermanii 5本からなる林冠をQuerc凶 mongolicavar. grosseserrata 6本，

ダ囲んだものである。周囲の森林はミズナラ，

及びトドエゾマ、ソ Piceajezoens払ケカンff，

ト¥SteelTubl加マツ Abiessachalinensisなどを主体とした天
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然性の広過混交林である。林床にはチシマザサ

ぬsakurilensisが密生し，森林の階層構造は以

地上0-1.8

m(2)亜高木層，地上1.8-7.2m(3)林冠層，地上

7.2-14.4m (日野，中野， 1990;私信)。低木

層は亜高木層，林冠層と比較して，植生密度的

に密であった。

下の 3相が認められた(1)低木層，

モンシデムシ類を採集するため森林観測塔

トラップに高度別に誘引トラップを設置した。

サンマ等の魚の切身の腐の餌(誘引物)には，

肉を使用し，底には固定液として 10%エチレン

トラッフ。はグリコールを入れた (Fig.1参照)。

Design of a used trap Fig.1. 

5及ぴ7段目(高度はそ

れぞれ地上0，1.8， 5.4， 9.0，及び12.6m)の

3， 1， 観測塔の 0，
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5段階の高さに設置し，各段につき 2個ずつ設置した。 0， 1段目のトラップは低木層中に，

3段目のトラップは亜高木層に 5， 7段自のトラップは林冠層中に設置きれたことになる。

調査は 1990年7月10日-8月3日の間，連続して行い，約1週間毎にサンプルを回収し，捕

獲された Nicrophorus属各種の個体数を記録した。

結果と考察

今回の調査ではマエモンシデムシNicrophorus macul併-ons，ヨツボシモンシデムシN.

quadripunctatus ，ツノグロモンシデムシ N.vesPilloides. ヒロオビモンシデムシ N.

in vestigator • 及びヒメクロシデムシ N. tenuipes.の5種が採集された。調査期間中，各種の捕

獲数の変動はあったが，それぞれの種の高度別捕獲個体数の分布パターンは比較的安定してい

たため，調査期間を通した結果をまとめてTable1に示した。残念ながら地表上のトラップはキ

Table 1. Number (%) of individuals collected by baited traps set at five different heights 

Heights of traps (m) 
Species Tota! 

1.8 5.4 9.0 12.6 

Nicrophorns macul.折ons 68(60.2) 12(10.6) 13(11.5) 20(17.7) 113 

N. q胤 dri:ρunctatus 12(86.0) 2(14.0) 。 。 14 

N. v，ω:pilloid，ω 180(65.0) 46(16.6) 36(13.0) 15 (5.4) 277 

N. investigator 27(20.8) 33(25.4) 46(35.4) 24(18.5) 130 

N. 品仰ui:μs 52 (20.1) 40(15.4) 78(30.1) 89(34.4) 259 

Tota! 339 133 173 148 793 

タキツネVulPesschrenckiにより破壊され，十分なデータが得られなかったためこの表には含

めていない。N.macul:紗-onsとN.vesPillodes は地上1.8mのトラップで集中して捕獲され，特

にN.ve.ゆilloidesではこの傾向が著しかった。一方，N. investigatorとN.tenuiPesは地上9.6

mと12.6mのトラップで多く捕獲された。 N.qtωdripunctat陥は N.maculi.か-onsと同様に地

上1.8mのトラップでもっとも多〈捕獲されたが，捕獲数は他種と比べて非常に少なかった。

また各種毎に高度別捕獲数の値についてx2-検定法を用い，その差を検定した。その結果，全種

で高度別の捕獲数に有為な差が現れ，各種とも特定の高度に集中して捕獲されていた (N.

macul:併-ons:X2 cal = 75 . 92車 ;N.qωdripuncta似s:X2cal=28.286・N.ves.ρillodes : X2cal = 
243.39・;N. investigator: X2 cal = 8.769“; N. tenuipes: X2 cal = 23.764・*P=0.05.“P=
0.01)。さらに，種間で捕獲数の高度分布に差があるかを Kolmogorov-Smirnovの2試料検定

法を用いて検定した。検定の結果を Table2に示す。 N.macul:折-ons，N. quadriρuncta似s.N. 

問者pilloidesの3種聞には高度分布に差は無<. N. investigator， N. tenuipesの2種聞において

も差は無かった。しかし，前者の3種と後者の 2種との間ではどの種間にも有為な差が現れた。
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Table 2 Summary of statistic comparison between heights of flight in NicroPhorus species. 

S開Cles

Nm仰 l併nns

N quadri抑制出

N出司pilloid，回

Nin附 tigntor

N脚四lifro制 民 q制dri.仰 ctat，凶 N岬 illoides

0.292 0.123 

0.207 

1) 'P<O.OI in Kolrnogorov-Smimov Two-sample t田t

N investigator 

0.394・
0.649・
0.442・

Nおnuψ白

0.401・
0.656・
0.461・
0.159 

Nicrophorus はしばしば飛期しながら，餌となる死体の探索を行なうことが知られている。

(ELTON 1966， WILSON 1984)しかし，各々の種の利用する飛朔高度は現在までのところ，ほ

とんど明らかにされていない。今回の調査によって利用高度に明瞭な種間差があることが明ら

かとなった。これらの飛朝高度の違いにはそれぞれの種の探索習性，移動性などの生態的要因

の他に飛朔力，代謝関係などの生理的要因が関係していると思われる。高い位置を飛ぶ。 N.

investigator， N. tenuiPesの2種は低い位置を飛ぶN.macul折ons，N. quadripunctatus， N. 

veゆilloidesの3種よりも大型の種であり，飛期カが強いため高い位置を飛んだり，移動性に富

んでいることが考えられる。

飛朔高度は死体の探索効率に深〈関わっていると思われるので，ここで死体発見の効率と

いう観点からこの問題を考えてみたい。 Nicrophor怖の利用する小動物の死体は通常は地表に

存在する。従って，N. macu/:併ons，N. quadripunctat附 ，N. vesPilloidesのような地表近くを

飛ぶ種は，こうした死体を発見しやすいと思われる。しかし，森林内での低い位置は，低木層

にあたり，この高きでの探索は密生する低木やササ等に進路を妨害されるため，単位時間にお

ける探索範囲は狭くなると思われる。一方，林冠層にあたる高い位置を飛ぶN.tenuipes， N. 

investi注ratorにおいては，高い位置は低い位置よりも植生密度が少なく飛期しやすいため，単位

時間内でより広範囲での死体の探索が可能となる。しかし，死体の存在する地表からは離れる

ことになるので，地表付近を飛期する場合と比較して発見率は低下すると思われる。すなわち，

単に飛朝高度の高低のみをもって，探索効率の有利，不利の判定はできない。

上述したように探索習性に種間差があった場合，これらの習性の有利，不利は死体の密度

に大きく依存するものと考えられる。死体が高密度で分布する場合は狭い地域を集中的に探索

した方が，逆に低密度の場合は広範囲を探索した方が死体の発見効率は大きいと考えられる。

ただし，単に死体密度のみによってこの飛朔高度の種間差が決定されるとは考えにくく，種間

競争などの要因が関与する可能性もある。現在までのところ，実際に自然条件下での小動物の

死体の量や密度を測定した研究はほとんど行なわれておらず，今後の調査が望まれる。
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Abstract 
Carrion beetles of the genus NicroPhorus were collected by baited traps set at five different 

heights (0， 1.8， 5.4， 9.0， and 12.6 m from the ground) in Hokkaido University N akagawa 

Experiment Forest， Hokkaido， northem Japan， from July 10 to August 3， 1991. Of the five 

species collected， Nicrojぅhorusmacul折'onsand N. ve，ゅilloideswere mainly collected at the traps 

set at 1.8 m above the ground， whereas N. investigator and N. tenuipes were more numemous at 

the traps set at 9.0 m and 12.6 m. N 0 clear trend was detect凶 forN. qωdripunctatus because 

of the small number of individuals collected. Nicrophorus species need carcasses of small 

vertebrates for their larvae. The species of Nicrophorus flying near the ground detect carcasses 

may be more adaptive under the high density of carcasses， while the species flying more higher 

zones may be more adaptive under low density of carcasses. 


